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¥

各

年

専

門

器

三

数

学
物
訴
が
食
品
添
加
物
と
し
て
俄
わ
れ
指
街
化
区
域
農
地
に
係
る
削
服
従
氏
。
札
止
め
い
ず
れ
か
に
諸
小
川
測
す
る
綾
城
農
地
と
v

て
汚
絞
総
t
y
y心
得
胤
怯
総
絞
め

て
い
ま
す
。
税
お
よ
れ
ば
都
市
計
制
開
校
に
つ
い
て
は
、
(
イ
)
一
絞
め
綴
鴻
出
納
が
9
Q
O
闘
い
は
税
制
と
め
謀
総
仁
つ
い
て
的
収
さ
れ
ま

私
た
ち
は
、

1
日

当

た

り

沌

i

剖

陸

昭

和

的

年

波

以

降

、

課

税

丹

波

支

ル

ル

俗

上

で

あ

る

埼

ム

刊

す

然
、
後
に

L
て
平
リ
明
日
目

g
の
食
品
添
加
銃
一
い
わ
ゆ
る
袋
一
期
の
宅
地
投
課
後
日
〈
日
〉
市
内
阪
城
山
内
に
お
け
る
二
銭
併
記
町
長
問
削
吋
反
場
校
法
地
内
認
定

ZA

絡
を
、
食
品
と
一
緒
に
か
食
べ
て
e

い
が
城
地
ぎ
れ
て
き
ま
し
た
η

昭
和
制
ギ
単
品
臥
い
円
以
A

…営詔一山間カ
A
V
-
9

け
削
以
上
け
た
絞
地
に
つ
い
て
は
、
山
間
続
机
村
山
判
然

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
…
年
ぞ
約
3

疫
に
お
い
て
も
、
新
た
に
滅
附
と
会
つ
で
あ
る
場
合
〈
恒

L
‘
…
問
問
的
内
村
地
で
訴
法
第
乱
条
町
4

(
特
定
市
街
化
民
的

6
い
刊
で
ふ
9
か
ら
、
一
般
的
聞
に
は
2

た
農
地
や
地
問
変
穏
な
ど
で
曲
腕
地
と
な
九
日
計
百
削
減
が
1
0
0
開
示
織
の
も
の
は
、
農
地
等
を
誠
一
践
し
た
地
合
判
長
倒
閣
議
ば

0
0
旬
以
ω

上
め
畿
を
日
に
入
れ
る
二
と
っ
た
土
地
に
つ
い
て
も
議
税
の
適
正
化
栓
党
同
時
的
問
的
計
狩
土
は
算
入
さ
れ
ま
す
所
得
内
線
絞
め
約
問
一
的
規
定
の
透
明
市

に
な
り
、
骨
院
ω
側
一
探
知
刷
物
的
安
全
性
に
は
総
務
的
対
教
と
な
け
ま
す
が
、
止
の
雨
前
向
ペ
然
続
鈴
子
的
対
雪
か
円
は
緑
川
内
)
を
必
け
ら
れ
全
く
な
り
ま
す

無
関
心
ぞ
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
的
け
に
総
当
す
る
農
地
で
市
授
が
お
印
刷
以
前

V
徽
級
制
端
予
士
山
長
か
長
期
繁
務
滋
料
開
期
慨
に
長
山
削
註
抑
制
山
抗
日
続
曲
目
地
内
総
潟

食
品
添
加
物
は
、
賞
作
聞
紙
吹
弘
献
に
よ
設
地
枇
仏
祝
祭
地
と
し
て
総
定
し
た
場
介
は
、
股
地
仁
詩
当
す
る
活
科
絞
浴
を
し
た
均
一

a
V

」ι一
世
け
ど
い
る
畿
地
い
い
う
い
て
は
、
中

り
、
浮
魚
火
医
が
繁
栄
殺
や
利
必
合
訟
宅
地
投
珊
郎
総
が
描
細
川
J
M
守
れ
ま
す
c

合
に
は
、
日
年
間
閉
ま
た
は
そ
的
銭
円
5
お
か
い
り
徐
外
怒
れ
ま
す

め
た
潟
ム
げ
に
だ
け
、
総
閣
が
許
き
れ
る

V
寮
件
後
絞
殺
崩
脳
級
統
陰
地
内
認
定
年
聞
に
Mmる
各
符
絞
八
万
円
税
制
は
、
一

V
一
一
サ
絞
殺
削
悦
義
務
的
免
訟
の
雨
宮
内

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

L
か
し
主
が
村
山
棋
と
な
る
畿
地
(
昭
和
印
年
療
に
係
川
府
内
輪
蹴
と
し
て
め
校
新
制
レ
し
ょ
と
地
抵
誠
仰
い
門
出
向
中
ー
す
る
民
地

η叶
訂
呂
は

G
汁

ら
、
チ
ク
口
(
甘
味
料
)
や
A
F
!
2

る
一
時
同
州
制
聞
か
3
・
3
M
当
た
り
3
万
川
門
と
の
談
制
に
つ
い
て
後
間
松
山
間

FU9れ
ま
抑
持
主
て
に
農
業
吾
氏
会
ヘ
ジ
拭
削
別
税

一
附
一
時
相
前
)
な
ど
の
よ
う
に
、
絞
り
後

N
M
K
の

農

地

に

間

以

る

)

で

、

糊

叫

に

州

制

作

す

。

州

出

航

続

災

地

認

定

中

山

川

沿

い

そ
M
M
山山

i

事

長

な

ど

の

去

五

閣

ま

と

さ

れ

、

か

つ

同

部

以

上

義

ふ
h

継

続

す

喜

絞

殺

雲

取

消

し

妥

鈴

子

き

て

く

れ

き

い

な
っ
た
も
的
や
、
絞
殺
も
安
全
性
に
疑
る
よ
と
が
漁
お
と
認
め
ら
れ
る
も
的
で
、
れ
て
い
る
お
街
化
説
域
感
地
に
つ
い
て
、
マ
附
い
脅
わ
常
識
絞
兆
七
地
胡
向
上
吐
係

市
民
主
治
諜
泌
州
民
生
品
仔
i

長
期
営
農
議
統

農
地
の
申
告
を



市
は
地
下
水
に
半
骨
を
位
存
情
さ
ん
カ
り
も

ιは
れ
て
い
ま
す

市
で
は
木
川
町
内
半
分
を
地
下
水
て
地
下
水
の
泣
き
ど
こ
ろ

附
い
残
り
の
半
分
は
江
戸
川
町
表
地
下
木
に

ιげ
き
と
こ
ろ
か
あ
り
ま

流
水
(
浄
化
し
た
も
内
)
え
花
千
葉
す
ま
ず
水
筒
て
す
「
大
き
主
水
口
百

同
広
域
水
道
企
業
開
カ

B2i点
し
て
い
望
め
ま
せ
ん
し
、
世
し
汲
み
過
き
る
Lr

昨

ま

す

。

地

下

水

位

が

飢

ー

し

た

り

、

川

戸

内

取

全
国
て
地
下
水
を
水
仰
と
す
る
点
本
最
か
高
し
く
此
少
し
た
り
す
る
ケ

l

一
道
事
業
体
は
約
半
数
U

本
量
的
に
は
ス
か
多
く
な
り
ま
す

止

4
分
的
1
日
度
で
し
か
な
く
、
わ
カ
ま
た
地
下
止
の
過
剰
汲
み
し
し
け
は
地

一
一
回
て
は
地
ド
水
に
ロ
則
的
に
手
-
¥
を
期
段
沈
F
に
も
っ
す
か
り
ま
す
東
京
の

叫
侍
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
じ
し
た
江
東
区
て
は
か
勺
て
年
間
日
間

ι地

口
か
勺
て
今
後
新
現
に
必
要
と
す
る
盤
が
沈
下
し
た
一
附
カ
あ
り
ま
し
た
こ

③

健

康

保

険

証

が

変

わ

っ

た

と

き

(

退

③

公

的

年

金

制

度

の

障

害

年

金

受

給

権

一

本

尻

町

ほ

と

ん

と

を

河

川

本

に

依

作

の

口

約

T
葉
県
て
も
地
税
沈
F
の
あ
る

職
、
扶
養
の
該
当
・
非
該
当
)
者
及
U
そ

の

配

偶

者

一

し

て

い

か

き

る

を

得

主

く

な

づ

て

い

一

附

て

は

地

下

水

の

取

点

を

制

限

し

、

我

な

と

の

変

更

が

あ

っ

た

と

き

に

は

そ

④

公

的

年

金

制

度

内

遺

族

年

金

受

給

権

国

民

年

金

に

は

「

保

険

料

の

免

除

」

一

ま

す

。

係

F
市
て
も
慌
制
地
区
ル
一
な
二
丸
い
ま

と
い
う
制
度
が
あ
り
ま
す
。
包
民
年
令

の

つ

ど

、

手

続

き

を

し

て

く

だ

さ

い

。

者

一

年

暖

か

く

て

亙

冷

た

い

地

下

水

こ
加
入
し
て
い
る
方
(
サ
ラ
リ

7

/

悶

ー
ー
I
l
l
i
-
-
l
i
l
-
-
J
/

⑤
公
的
年
金
制
度
内
老
齢
年
金
受
給
量

{

c

全
国
内
水
草
事
業
向
中
で
、
最
大
も
う
ひ
と
つ
の
は
き
と
こ
ろ
は
水
質

ー

-
z

ぺ
川
川
川
パ
川
川
ゾ
手

f

の
配
偶
者
向
届
け
を
出
し
た
方

E
l
ャ

ー

や

〉

治
長
羽
目

n
u
h、
4
u
b〓
、
ノ
可
ノ
可
ノ
十
ハ
同
一
¥
/
ず
指
取
有
者
及

U
K偶
者

口

の

地

ト

水

岬

を

白

す

る

グ

は

阿

耳

山

位

泣

特

に

、

郡

山

剖

や

そ

の

同

刀

一

乃

京

強
帯
力
外
京
象
庁
比
「
J
F
J
躍

大

に

以

上

町

五

は

苦

す

加

入

手

続

き

を

U
U
Uれ
れ

わ

町

民

昨

日

沖

一

を

ひ

か

え

た

熊

本

市

て

あ

り

で

庭

用

住

戸

て

は

い

か

守

主

主

*
1
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
自
営
業
者
で
き
な
い
場
合
、
申
請
に
よ
り
認
め
勺
一
円

H
戸
か
ら
1
日
に
也
万

γむ
の
取
ん
て
い
る
よ
1
7
て
す
生
市
併
式
内
変

加

歳

以

上

印

歳

未

満

完

で

国

民

年

イ

、

船

員

長

や

年

金

制

度

の

な

い

所

で

働

い

て

い

る

れ

る

も

の

で

す

。

一

a

'

]

川
川
」

金
に
加
入
し
て
い
な
い
万
は
い
ま
せ
ん
マ
国
家
公
務
員
等
共
済
組
合
方
、
及
び
そ
の
配
偶
者
に
つ
い
て
は
今

441年
間

免

除

毒

受

け

た

い

…

す

t
1
i
i
p

一

ソ

覇

一

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
内
奥
さ
ん
(
健
康
保
隆
一
市
役
所
年
章
一
車
、
連
絡
;
国
民
年
金
子
月
1
日

よ

り

;

公

務

員

等

共

情

組

合

ま

で

通

り

強

制

加

入

者

で

す

υ

方
は

7
月

初

日

ま

で

に

主

保

へ

申

鴎

…

事

，

~

議

題

刷

機

鶴

野

一

γ
韓

一

険

証

の

扶

養

に

な

ぞ

る

き

所

に

用

意

。

会

社

で

証

明

を

と

っ

て

き

培

行

き

れ

、

強

制

加

入

対

警

の

ワ

ク

オ

、

私

立

主

義

員

共

済

組

合

な

お

止

の

方

は

草

加

入

者

で

す

む

し

て

く

だ

さ

い

一

Y
E担
議

議

機

鱗

畿

襲

一

/

十

ぃ

盟

一

剖
歳
ー
未
満
の
方
)
は
こ
の

4
月
か
h
全
て
く
だ
さ
い
)
*
聞
鐙
*
年
金
手
が
止
の
よ
う
に
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。
力
、
農
林
漁
業
団
体
職
員
共
情
組
合
①
大
学
生
、
品
種
専
門
学
校
内
生
徒

V
申
簡
に
必
要
な
も
の
国
民
年
全
手
一

I
J綴
綴

織

ぷ

験

料

ι
議
機
鋒
鯵
機

ii勢
一

時

掬

誠

一

民
主
3
号
被
保
険
者
と
し
て
国
民
年
傾
(
あ
る
も
の
全
て
。
過
去
に
市
区
南
①
公
的
年
金
制
度
加
入
者
向
配
偶
者
②
国
会
議
員
、
地
方
議
会
議
室
び
そ
②
仙
歳
以
上
、
日
歳
未
満
の
方
帳
、
印
鏡
、
健
康
保
険
証

F

J

仏

介

勝

義

轡

纏

鰯

磯

響

機

機

一

驚

麟

幽

一

一

金

に

加

入

し

、

老

齢

差

年

金

な

ど

の

村

で

加

入

し

た

こ

と

が

あ

る

方

は

国

民

ア

、

厚

生

年

金

保

険

的

配

偶

者

③

印

歳

未

満

で

5
2
5
v問
い

合

わ

せ

回

何

年

金

幸

喜

一

重

a
ム
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監
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一
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↑
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一
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年

2金主2が主安吉守けけt‘らり
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7己tにzなりiまEし
年

E金章手帳
町
宗
添
付
が

Z必要です閃てお主霊一豆呈-=呈圭言一=差芸霊霊一=三圭三一=三主主=霊至=E=三-=

た
Q

サ
ラ
リ
l

7

/

円

の

し

奥

奥

き

ん

で

ま

だ

忘
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市
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お
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に
手
続
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い
る

F一
法

務

大
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に

よ

主

唱

さ

れ

て

い

ま

す

欝

畿

饗

欝

豪

勢

R
J
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能
力
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っ

E
l
i
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2
2
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係

手

続

き

名

っ

て

く

だ

き

れ

立

宮

わ

な

い

よ

さ

面

倒

一

伺

れ

時

点

目

…

ド

ヰ

議

議

議

翠

譲

慈

麹

鳴

い

込

川

仰

に

…

…

日

…

一

…

1
Z
u
l
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1

引
い
一
九
日
日
る
叫
て
い
れ
一

「
t

i

t

i
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-

i
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ほ
ほ
に
片
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は

問

い

は

山

一

化

ご

類

v
A
t晴吋
1
7
1

川

崎

町

歯

の

衛

牛

一

週

間

…

h
m
U
H
U
H
-けハ
ク
ア
リ
ア
か
先
生
し
た
り
し
ま
一

山
治
会
、
町
会
、

Eど
の
住
民
一
緒
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
c

に
つ
き
1
万
5
0
0
0
門

前

後

一

一

B
A
一

護

f

j

i
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l

-

h

:

て
L
市
山
ま
れ
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も
の
と
4
り

ま

す

詰

f
山
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あ
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キ
ロ
て
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d
F

一

u

u
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思

6

5

3

1

民

主

だ

一

日

治

組

織

に

対

し

て

、

市

で

は

止

の

国

街

路

灯

新

政

檎

助

金

@

必

要

童

附

街

路

灯

設

置

子

一

一
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ル

一

擁

1

8

0
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E

X

6

7

日
か
り
刊
日
ま
で
「
出
向
衛
曲
憶
の
づ
ろ
っ
に
か
か
ら
な
い
よ
う
、
…
水
質
的
有
て
も
悶
用
内
山
て
も
、
地
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近
こ
の
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向
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見
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れ
る
た
内
、

一

泊

り

矧

助

金

主

付

し

手

の

て

、
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補

助

金

額

型

電

柱

に

共

宇

宙

一

一

智

一

躍

子

百

一

江

川

一

川

立

恥

生

週

間

L

で
す
U

標
語
は
η

よ
い
色
て
定
期
的
に
由
と
南
く
き
の
従
事
診
断
を
一
ト
ホ
は
草
木
よ
り
も
ほ
れ

第686号こご

①
r

伍
所
が
変
わ
っ
た
と
き

②
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き

グ
新
国
民
年
金
d

が
ス
タ
ー
ト
し

て
門
/
一
か
月
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ

ん
は
H

全
員
加
入
d

、
か
義
務
付
け
に
。

査
急
、
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

新
し
い
由
民
隻
車
制
度
ガ
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
ガ
、

3
量
当
届
ガ
ま

定
済
ん
で
い
怠
い
万
か
い
ま
す
。
至
急
、
届
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま

だ
、
強
制
加
入
者
の
ワ
ク
も
甑
大
さ
れ
ま
し
だ
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

明
る
く
豊
か
な
老
後
の
だ
め
に

vr 

ヰ謀説

あ(3) I蜘 E

国民年金で来たる老後も楽しく
(写真は公民館の料理講座)

権
者
④
叩
長
以
上
回
歳
未
満
の
夜
外
法
人

保険料を納めること
が閤難な場合!こは
*「免除市請」を行つ
てください。
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@水道施設を見学して

みませんか/
6月1臼ガらア巳までの筒、
水道施設を見学し亡みだい万は

どうぞお気軽にお越しく1ささい。
(個人、窃体を白いませんガ、

あらガじめお電話をくださしり

@水・道相談
水道に関するあらゆる相談

(水質、工事、料金怠ど〉をお受

けい左しますのであ気軽にお立

ち寄り<1三さい。〔蛇口ハッキン
無料配付〕

b日時
6月T日午後1蹄~午後4時
惨場所
茸草子駅前広場つくし野支所協
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滋
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獲
E
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縁
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仇
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人
骨
棋
の
な
い
淡
路
線
に
令

捻
て
ら
れ
て
い
る
め
ま
よ
く
%
か
け
ま

す
。
制
限
門
的
体
的
中
を
一
怒
っ
て
縦
約
に

て
い
ま
す
b

一
付
き
ま
す
今
、
そ
の
か
ど
さ
は
供
時
〈
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告
分
で
は
気
が
つ
か
な
く
て
も
、
知
か
り
で
す
n

ら
な
い
問
湾
問
に
謹
立
音
臼
を
出
し
て
い
る
岨
場
晴
合
カ
ン
.
と
ン
は
も
と
よ
り
、
い
か
が

が
多
く
為
ワ
ま
す
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あ
な
た
に
も
忠
い
わ
し
い
退
却
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山
誌
、
生
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あ
た
る
ニ
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あ
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ま
せ
ん
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7
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し
と
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尋
は
わ
か
匂
ヤi
な
仕
〈
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も
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つ
テ
レ
ど
ま
て
あ
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ま
す
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子
供
達
の
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九
ん
峠
妓
械
…
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獲
品
紫
闘
榔
お
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〈
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滋
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あ
な
た
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貌
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卜
し
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小
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出
り
ド
~
け
姶
ワ
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と
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あ
り
ま
す
が
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と

き
筒
、

あ
な
た
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絶
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に
総
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は
お
し
と
い

な
い
」
と
い
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信
が
あ
り
ま
す
か
ω

ご
い
の
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、
ら
い
な
ら
」
と
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…
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つ
こ
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に
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な
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仰
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什
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鈴
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し
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齢
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民
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滋
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ま
で
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認
で

wv
燃
い
会
わ
せ
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民
生
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課

治
叫
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縁
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品

7
月
中
い
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次
心
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ま
J
q

マ
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体
消
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品
1
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、
従
玲
朴
H

1
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体
内
作
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に
品
位
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ワ
。

叫
問
凶
凶
法
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ゆ
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い
江
市
山
ン
マ
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窓
一
b
蒜
作
口
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の
一
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作
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は
今
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/
ポ
ル
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ク
デ
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採
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し
ま
す
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あ
ゆ
み
の
w叫
ん
ム
H
U

に
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惜
し
、
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却

村
知
子
的
自
然
合
強
制
し
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明
る
い
F
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い
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し
ま
せ
ん
ε

メ
i
，
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め
ず

l
ク
を
与
え
て
く
だ
さ
ま
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作
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テ
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イ
ン
化
仁

あ
た
り
…
問
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訓
品
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す
る
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合
も
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、
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¥
p
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あ
ゆ
み
の
榔
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締
め
切
り
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6
同
来

臨
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早
め
に

は
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と
も
ふ
吉
子
ど
も
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の
つ
く
る
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Q
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な
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で
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T
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…

V
棚
問
い
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せ
憾
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一

ぶ
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明

ジュニ?ジ田空醐醐ゐク号ブ

n
I
M闘
の
銭
的
余
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凡
投
機
内
に
は
必

の
い
い
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が
総
び
内
氏
、
っ
。

市
中
川
ぶ
T
P
W
岡山
M
e
J
も
対
等
匂
城
市
部

な
く
し
鷲
融
持
亙
習
い
合
二
に
い
ま
す
い

(
京
闇
哲
)
年
代
的
潟
い
ヰ
h
越
え
て
友

連
の
韓
が
広
が
っ
て
い
〈
肉

き
て
、

F
と
も
会
と
い
っ
て
も
、
実

出
聞
は
判
明
か
か
ま
い
過
ぎ

N
Fど
も
ん
E
J

下
ど
も
会
的
リ

1
ぞ
1
b
M
凝
ゆ
織
は
8
停
作
品
聞
に
結
成
‘
同
判
徹
会
同
刊
は

ω
a
u
h子
り
ぬ
"
績
と
も
会
却
に
会
る
側
約
か
多

品
吋

vrvしも
ん
官
5

・6
年
設
餅
然
燃
は
ザ
?
i
ル
ペ
ャ
ン
ゥ
ゃ
に
ひ

G

い
u
f
J
本
ニ
ア

H79タ
;
ス
ク
ラ
ブ
ち

んr
h
(
前
払
ワ
内
応
紺
刊
で
募
総
)
何
十
余
開
閉
山
開
放
交
飲
食
絡
め
腕
、
み
や
仲
織
的
ぷ
粕
域
内
初
は
大
人
が
々
あ
あ
し
ろ
、

約九時

γ
憶
で
州
側
識
し
ど
い
る
の
ほ
か

J
A
u

十
ど
も
会
事
務
的
お
手
以
い
与
7
し
ろ
H

と
mdm
ヲ
ま
ま
に
数
い
て
い

ジ
A

ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ス
ク
ラ
ブ
な
ど
。
吟
竿
は
ゆ
泌
氏
の
了
ど
も
ふ
一
戸
打
た
U
M
け
い
し
か
し
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事
心
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刊
か
れ
、
ヤ
;
ム
ヰ
タ
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ス
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成
荻
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ニ
ア
リ
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タ
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ョ
ン
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開
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ま
ま
や
完
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町
小
学
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指
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す
る
中
た
間
出
港
青
年
年
記
念
事
業
や
閉
山
逮
捕
人
世
ち

高
校
生
の
こ
と
J

ク
ラ
ブ
の
初
年
一
記
念
事
業
に
も
参
加
下
る
な
主
治
践
的
余
前
向

一
一
出
動
法
子
ど
も
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事
業
だ
け
に
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ど
ま
運
営
、
反
省
は
す

ら

な

い
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て
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と

も
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α

必
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日
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た
と
え
ば
メ
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で
で
き
る
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と
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で
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た
い
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め
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同
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る。
ク
ラ
ブ
持
決
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る
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合
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え
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ゆ
き
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の
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母
き
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η
ま
す
の
で
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了
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く
だ
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い
一

マ
応
募
方
法
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所
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名
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年
齢
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話
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号
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南
町
訂
正
し
、
技
孫
子
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8

5
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0

我
託
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市
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ゆ
み

の
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川
川
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藍
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械
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道
路
m
u
液
耐
を
し
て
い
ま
す
に
仙
出
町
町
内

会
な
が
も
り
ョ
い
同
山
内
絞
一
さ
ん
は
毎
紛
欠
か

芦
す
統
的
を
い
部
時
閉
し
て
く
だ
さ
っ
て
い

ま
す
d

削
刺
め
ら
帥
円
は
明
か
2
旬
、
一
日
も
休
ま

す
初
年
H
M
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も
続
け
て
い
る
と
内
こ
と

松
均
年
7
月
に
は
八
坂
仲
川
目
的
接
礼
カ

子
宮
室
六
義
災
前
向
方
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が
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に
、

商
問
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合
、
各
町
内
会
め
綴
カ
の
下
て
行

位
み
も
れ
た
中
部
か
同
情
さ
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わ
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、
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潟
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て
接
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憶
に
決

り
ふ
げ
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伸
ひ
ん
加
な
な
ま
り
ま
す
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か
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山
首
さ
ん
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州
制
緩
的
こ
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か
ら
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手
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ぼ
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閲
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母
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助
力
し
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し
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さ
ん
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め
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伐
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釈
で
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れ
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蛸
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岩
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友
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。
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。
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光
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時
日
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滑
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介
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三
れ
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葉
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。
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狩
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滋
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入
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仕
仏
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簡
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踊
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菜
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湖
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↑
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上
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持
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仁
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史
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叫
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↓
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史
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山
門
ゾ
は
、
地
一
正
の
本
山
中
市
吹
を
た
、
い
わ
ば
政
欲
的
す
へ
て
と
あ
る
と
一
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
高
史
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叫
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と
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れ
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。
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流
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げ
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れ
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史
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熔
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よ
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踊
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史
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光
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結
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‘
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を
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叫
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叫
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伐
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収
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叶
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一
同
去
の
会
J
H
は
小
小
坐

か
い
り
刊
滋
命
令
、
m
H
金
で
i
G
い
れ

ん

F
M
門
は
い
昨
日
リ
向
子
災
以
内
仰
向
川
会
を

ー
と
向
、
カ
モ
ヘ
均
給
河
犠
泊

め
ぷ
m
h
タ
九
械
で
め
れ
ホ
タ
凡

の
災
前
、
ゆ
酢
j

札
「
引
払
ψ

認
め
山
叫
w

m
ゃ
い
九
ぶ
布
な
い
と
、
地
道
な
活
動

今
必
内
り
わ
れ
た
も
の
で
す
、

な
お
、
川
会
へ
組
、
味
を
お
符
九

の
わ
り
は
虻
を
会
代
官
へ
山
川
…
2
2
6

一
校
内
川
く
た
さ
い

的
州
川
口
付
干
の
校
在
以
家
約
治
剣
一
ん
か

年
中
過
し
て
行
わ
れ

る
苧
緩
沼
探
鳥
議

れ

こ

れ
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常事唖

表号 あ毒または、数E息子にはさき後どのような

自事喜重11必要震だと長患いまずか。〈号室主主鐙J~)
い

総

務

制
酔
(
決

蹴
班
度
お

ご
草
・
な

ニ

の

唱

i

s

o

 

ん

殺

す

続

制

問

削

年

度

一

容
酬
明
て

ー、

1
7
8
侍
6
0
0
0
万
円

皆

は

み

、
倒
込
町
制
品
開
閉
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

てJ
…

制

が

、

準

的

警

に

よ

リ

芸

術

あ
す
泌
総
会
に
お
い
て
時
期
双
を
行
っ
た

に

ま

守

結

采

当

初

予

算

比

M
%増
刊
紙

況

し

て

蛸
帆
蹴
割
ま
。
入
総
務
そ
れ
ぞ
れ
1

8
必
然
3

な

公

月

す

i
1
8
万
同
門
と
な
っ
て
い
ま
す
c

う

を

3
て

;

一

よ
幾
年
定
こ
れ
じ
よ
り
抑
制
入
2
9
0
憾。お

の

惑

初

予

0
0
0
M
m円
余
り
雫
古
丸
山
m
1
8
0

ど

政

殺

う

が
財
閥
明
日
付
抽
出
向
A
f
h
n
ワ
む
な
る
凡
込
み
で
す
C

9

、
ら
に
昨
年
は
、
簡
略
我
孫
子
吉
府
高
仲
間

~
期
工
、
頃

会
副
制
月
宅
一
組
刊
紙
、
布
佐
宏
子
校
村
山
会
一
帯

ホ

た

4

H

議
開
明
治
取
得
、
お
附
肉
体
育
館
時
慌

の

く

年

は

設

、

主

系

F
T
釈
中
間
北
朝
削
十
市
山
地
山
地

帯
だ
ぬ
鋒

先
制
判
報
緋
ホ
対
談
、
郊
市
公
照
射
総
然
、

制
掛
十
市
計
両
俗
的
帥
時
緩
ん
胤
な
ど
し
多
く

の
客
数
山
町
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
‘
後
務
負
担
行
為
務
総
と
し

て
、
コ
ミ
ユ
ぶ
テ
ィ
用
問
地
先
行

取
得
、
伐
採
子
夜
前
貨
物
線
跡

地
問
別
撤
取
得
が
行
わ
れ
ま
し
た
e

w
v
m
問
い
合
わ
骨
院
殺
諜

置
:雪E:iC号室計量2:

l 明日ベ I~ -r 叫市計 e

i i ii言Z室長fS2;
(て!?ii!Hiij
長。 1 会な f責 f軒丸記号で;

「
医
療
施
設
」
に
高
い
要
望

今
後
N
知
機
な
施
設
と
し
て
は
、
ぷ
明

一
ム
以
降
」
に
対
す
る
機
惑
が
訂
・

3

w
m
と
最
も
多
い
金
次
い
で
「
凶
市
副
総
L

M
4
3
%と
な
っ
て
お
り
、
魚
滋
概
略
境

内
側
総
務
総
で
不
満
の
品
掛
か
っ
た
文

化
総
訟
に
つ
い
て
の
機
綴
が
高
く
な

っ
て
い
ま
す
Q

黄色方後夜義高と債務ま義援行為米払残高

地方罰王更をま凝{先会)

ロ債務負担行為朱払港第{発，料金)

公警のない2ち

環境衛生

貫通安全

防虫怒肇

匡象体制

寄託対繁

スポ吋ツ環宅復

数茸環境

遵絡に置手i

緑が多いまち

買物仁護符

公罷の整備

毛の倦

こ
こ
で
も
医
療
磁
の

肘
航
機
が
求
め
ら
れ
治
的

緊
急
課
感
ど
い
ま
す
。

ま
た
ぷ
怖
の
設
か
き
な

Y
T
H然
環
境
」
に
対
す

る
満
足
疫
が
鴎
く
、
ま

a 

IiH号 e 臨
劫後

入量舎の

藍令~.占

予どもの遊(J場

公

公民

集会場

諮雀

現高等学

街路

院火水

連防

空通 1陸
軍駐
体膏

プー

駐車

監総~
般家族

穏便局

公宮墓

その

ち
的
将
来
像
に
お
い
て
ら
「
総
が
多

〈
残
さ
れ
と
ま
九
い
を
笠
じ
人
が
多

く
、
ぷ
同
期
間
同
通
し
が
よ
く
近
隣

総
後
年
公
害
め
な
い
ま
ち
L

と
合
わ

せ
て
、
自
仲
間
企
大
関
に
し
た
公
務
め

な
い
ま
ち
が
談
ま
れ
て
い
準
ず
れ

公
害
の
な
い
ま
ち
に

特
絞
殺
人
を
も
「
て
件
付
内
政
的
歳
出

心
当
て
、
一
役
人
吋
品
、
討
と
ば
…
分
し
て

経
喫
す
る
必
柄
引
が
あ
る
も
の
で
、

柏
村
泌
余
計
的
設
訟
に
つ
い
て
は
、

法
令
に
義
彰
付
け
ら
れ
て
い
る
も

の
む
ク
ぽ
器
、
条
例
に
よ
句
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

機
夜
、
前
に
は
次
的
よ
ろ
な
品
楊
的

議
金
が
設
け
、
り
れ
て
お
り
ま
す
。

wv
叫
間
続
糊
附
帥
眠
給
金
、
:
:
同
悠
3
ハ
り

0
万

川門噛
マ
布
佐
絞
惜
し
ふ
駅
舎
建
設
基
金

0
2
7

出
陣
内

曹

v
校
余
儀
栓
持
活
設
銭
的
思
hm

・
4
7

0
0
町
内

曹

v
叫特訓りけ撚金
a

1

1

0

0
川
内

噌
関
似
叫
射
殺
謂
杭
料
品
念
、
ご
3
億
6
8

6
2
万
m門

マ
そ
め
仙
問
日
出
向
υ
ん
逐
用
基
金
・

4
2熔
6

9
9
1
方
向

凶
弘
一
件
、
泣
か
な
人

間
余
活
そ
捻
…
く
つ
え
で
、

わ
ど
く
し
と
ち
の
L
W
H

い

や
す
ら
ぎ
を
与
兵
、
ま

た
レ
ク
j
y
ヂ
i
ン
ヨ
ソ
ノ

内
相
明
や
銭
散
す
る
み
ら
ど
、

総
り
な
い
監
修
を
与
え

る
も
の
て
令
“

こ
め
よ
う
な
白
然
令

保
識
し
、
後
法
的
人
々

の
た
め
に
附
然
を
む
き

引
く
叩
…
と
か
大
切
で
?
。

そ
の
た
め
広
い
地
域
的

自
黙
を
係
議
し
、
あ
わ

せ
て
協
同
の
杖
浮
あ
る

判
明
滑
に
供
す
る
た
め
、

自
然
公
開
制
抑
制
没
か
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
っ

ト
市
引
の
一
部
は
、
出
町
一
仏
印
柿

下山
HoHUR
…
公
開
旦
て
す
ぐ
れ

に
日
品
目
的
渋
即
時
時
に
つ
、
て

治
定
さ
れ
ハ
で
い
る
こ
と
か
打
、

そ
め
の
糸
の
風
致
げ
が
淡
令
市

内
げ
す
る
た
灼
、
交
問
仰
を
及
は

す
お
そ
い
に
め
み
る
止
の
ぷ
ヲ

h
u
…
役
的
行
為
な
ど
ふ
軒
下
す

る
仙
口
吉
町
に
総
山
山
高
慌
の
提
出

か
必
桜
で
す

wvγ
一
作
仏
切
の
新
築
、
改
絡
ま

た
は
増
築
(
俊
勢
判
、
尚
信
一

日
中
ま
た
は
低
べ
ぷ
出
品

l
o

o
o
間
以
上
等
)

wv
広
血
口
杓
世
中
小
川
州
抑
制
、
設
翠

又
は
表
一
市
土
地
表
か
同
日
間

以
上
約
一
一
角
さ
の
片
山
作
物
、
そ

的
地
こ
れ
に
印
刷
ナ
る
ら
め
)

¥

¥

)

指

w

v

鉱
物
内
削
は
い
討
議

、

た

は

上

一

制

約

以

取

Y

及
ぴ
土
地
m
山
形
状

ゆ

筆

記

鵠

Z
υ

.

M

o

m

若
し
く
は
=

・

切

e
ん
ま
た
は
盛
4
J

口
「
侍
リ
ル
ょ
す
る
法

的~一向き
r
J
m
ゐ芝、

県立印藤苧賀自然公園内の

…定の行為は覇出が必要悪

wv
問
問
い
合
わ
廿

県
得
税
制
仰
向
け
此
問
、
間

縄
線
丸
山
い
日
出
総
市

ヱロ指一課
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ド
網
開
鍵
セ
ン
タ
ー

湖
北
台
!
の
刊
は
の
ほ
山

(
棚
糊
泳
駅
南
京
徒
歩

2
分

E

m

W

1

1

1

3

1

 

に
崎
市
頃
議

こ
れ
か
ら
父
親
、
湾
総
じ
な
る
人
へ

f
叫
慌
を
ム
ル
ー
み
お
刊
と
る
こ
μ
か
ど
ん
な

こ
一
り
い
い
い
い
い
と
い
仁
一

M
U

U
一計上
A
U
I主
主

品

川

十八
H
か
」
り
日
時
加
ザ
家
て
一
公
%
は
ん
対
日

，
.
，
一
会
場
て
午
ル
…
削
9
時
か
り

噌
A
V
一
w
v
内
容
緒
川
~
、
リ
日
明
V
V

「川りと

f
め

与
す
介
。
ー
*
A
ち
ゃ
え
内
お
間
九
日
内
入

れ
わ
々
一
%
刊
い
い
本
当
に
も
る
と
い
っ
↑
」

と
は
(

J

1

川
)
*
ふ
為
的
制
相
談

車

線

学

級

V
時
間
午
ぃ
部
門
ヨ
昨
日
刊
す
か
ら
れ
時
刻

分
主
て
一
合
同
引

g
M
M
め
み
午
後
1
吟
か

ボ
ク
、
単
に
乗
る
と

上
機
嫌
で
1
す

大
野
木
健
太
郎
く
ん

!苦B6， 6. I 

V
持
参
母
子
椛

m
F後
お
よ
び
釜
山
花

用
具
は
持
制
関
片
付
事
n

議
1
印
刷
門
け
は
れ
ス

タ
寸
ル

I
問
。
議
4
間
開
日
は
さ
ら
し
お

1
5
0
一
一
品
川
、
充
、
刻
、
ハ
サ
ミ

7

チ
針
を
片
付
帯
z
し
て
く
だ
さ
い

4
苅
品
両
組
棋
学
制
輯
尽
開
椛

警

児

相

談

あ
〆
，
て
川
町
家
町
鳩
山
山
幸
せ
で
す
ι

く

う
が
」
り
ず
に
今
ず
ぐ
申
し
込
ん
で
く
だ

て
み
て
〈
々
さ
い
防

マ
申
し
込
み
川
開
後
セ
ン
タ
ヘ
ム
除
機

ま
た
は
屯
話
で

w
v
a程

6
m
付
言
問
、

Q
J

門
口
、
同
日
、
位
制
限
検
訟
は
保
健
セ
ン
タ
ー
に
な
り

V
時
間
い
不
能
1
時
四
分
か
ら
3
時
知

山品目
r

い
ず
れ
も
月
曜
αど
ま
す
か
、
繁
俄
き
れ
た
持
昨
で
ム
希
望
者
分

V
受
付
時
州
問
絞
当
す
る
乳
児
一
以
和
に
は
成
人
締
約
縫
康
診
貨
を
災
時
に
笑
{
i
汁
|
|
寸
i
i
1

…
i
J

2
2
汁
生
ま
れ
}
は
主
9
時

か

ら

総

し

て

い

手

の

て

ぬ

泊

く

ま

い

旬

一

一

絞

め

れ

了

は

一

9
時
ゃ
な
ゆ
と
赤
ち
ゃ
ん
依
然
ゃ
ね
い
な
れ
州
、
能
川
健
セ
ン
タ
ー
ぞ
は
水
巡
回
一
仁
地
一
伊
一
九
一
が
一
肌
一

手

'v
ニ
め
浮
か
の
久
光
一
日
午
一
一
削
9
時
の
み
き
嶋
令
し
て
い
象
。
す
の
で
総
会
内
線
権
一
議

γ牧
師
日
夜
M
M
一
い
一

ま

か

ん

日

時

ま

で

い

さ

止

の

市

議

機

関

喜

三

れ

ま

則

一

向

-V刷
新
持
一
話
一
日
一

V
持
参
母
了
後
間
様
子
肢
と
パ
ス
タ
オ
す
匂
た
だ
i
、
医
療
機
問
問
的
場
合
同
、
抽
剛
志
泌
は
罰
川
町
一
湖
沼
ー
ハ
一

九
1
枚
。
義
に
は
喜
状
況
を
よ
く
1
0
0
0
湾
内
主
負
担
が
あ
り
ま
す
a

問
問
一
主
一
市
一
四
一
縦
訓
罰
則
的
一
爪
…

開
業
し
て
泌
入
し
ま
し
ょ
う
は

V
即
時
療
機
関
我
孫
子
中
央
病
炎
、
石
、
一
民
間
同
買
い
れ
緑
色
如
一

主

幸

三

時

差

勝

手

絞

め

警

悶

長

、

義

党

医

院

、

器

廃

一

J

一
一
郎
附
島
高
紅
一
龍
一

帯

〈

3

3

6

か

品

、

?

三

月

型

芸

象

者

部

歳

以

上

め

女

性

綴

工

叫

ぃ

作

十

町

ト

汗

」

を
創
刊
用
し
総
療
機
関
て
さ
り
ま
し
ょ
う
o
V
申
し
込
み
*
築
一
国
検
診
還
の
だ
液
一

U
U一
郎
一
わ
一
間
以
一
山
中
川
一

1
1
1
1
1
1
1
1
l
!
i
l
l
1
j
は
復
位
向
で
受
け
付
け
ま
す
ロ
也
事
係
機
機
一
日
…
川
し
一
j
j
U
1
川
ん
い
一
川
r
い…

一

義

察

関

襲

撃

一

2
2霊長
健

康

手

f
p
h
h一

「
い
い
ト
ト
れ
い
け
ハ
い
け
い
い
緩
(
お
持
や
り
の
台
、
を
一
汗
笠
1
i
z
i
l
j
i
l
l
i
i
J

査

一

駅

構

司

出

一

露

関

で

受

診

し

て

〈

だ

け

い

っ

一

精

神

織

生

椙

談

一

堂
一
円
九
寸
l
!
i
i
i
L
v
長
級
等
は
ほ
仇
待
機
慢
に
閉
し
会
わ
少
「
|
1
i
i
i
l
l
i
j
j
i
l
l
し

勝
一
包
}
一
一
議
終
日
午
UH
晃
一
て
く
だ
さ
い
q

い
ら
い
ら
す
る
、
絞
れ
な
い
、
制
酬
が

誠
一
主
。
一
ぃ

l
i一
1

l

i

l

-

;

J

議

い

・

や

る

気

z

i

-

-

L

…
…
↑
]
一
引
1
j
j
j
一
一
一
屑
こ
り
・
腰
痛
載
中
盤
一
一
身
体
的
に
検
波
し
て
も
異
常
は
な
い
が

い

…

拍

一

一

r

i

g

s

-

I

l

l

i

-

-

i

i

j

L

ど

ニ

と

な

く

す

っ

急

り

し

な

い

空
間
弘
正
問
河
川
引
け
一
堂
筋
ざ
る
、
穫
が
議
い
と
か
、
喜
セ
ン
タ
;
せ
は
そ
ん
な
心
的
総
み

川一
U

(

一
…
弦
ー
ま
れ
一
い
ろ
い
ろ
気
に
な
る
L

と
こ
ろ
が
あ
っ
て
支
持
っ
た
し
々
た
ち
の
た
め
仁
、
料
開
神
衛

r

l

γ

L

l

i

!

一

両

y
w
か
し
た
い
け
れ
ど
i
:
と
際
っ
て
像
機
絞
め
窓
口
を
開
聞
い
て
い
ま
す
c

心

V
持
参
母
子
僻
ぷ
助
手
後
と
間
訟
認
も
な
か
な
か
畑
地
ぬ
も
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